
ポイント１ 

歩行中の交通事故死傷者の年齢別では７歳児が多い。 

ポイント２ 

小学校一年生は、「道路上の危険について知識が未熟」「単

独で行動することが多くなる」 

ポイント３ 

・通学路（多くの場合「ゾーン３０」の表示有り）や公園

付近の道路を通過する場合 

・横断歩道付近に子供がいる場合 

・住宅街を通行する場合 

などは特に注意して通行する必要がある。 

ポイント４ 

日常生活の中でも子供に対して（「遊びに夢中になって路外

からの飛び出し」「ふざけながらの車道へのはみ出し」「車

に注意して道路を歩く」等）言い聞かせる必要がある。 

これらのことを繰り返し言い聞かせることにより、自分自

身も注意するようになる。 

 


